
文
筆
家
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、原
稿
執
筆
の
た
め
に
本
来
持
つ
べ
き

機
能
を
検
討
。

―― 原稿の書き心地を追求した新機能を多数搭載 ――

推 敲 ・ 校 正 作 業 を 強 力 に サ ポ ー ト す る

原 稿 執 筆 の た め の 専 用 ソ フ ト
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文
筆
家
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、原
稿
執
筆
の
た
め
に
本
来
持
つ
べ
き

機
能
を
検
討
。

文
筆
家
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、原
稿
執
筆
の
た
め
に
本
来
持
つ
べ
き

機
能
を
検
討
。

元
原
稿
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を 

崩
さ
ず
に
文
字
の
追
加
や
削
除
が

で
き
る
修
正
機
能
に
加
え
、安
全
か
つ 

快
適
に
執
筆
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な 

機
能
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

標準価格47,250円
（本体価格45,000円）

※本製品は、BTRON仕様OS「超漢字V」の上で動く
アプリケーションソフトです。

絶賛発売中
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推
敲
・
校
正
の
た
め
の
支
援
機
能

あ
た
か
も
紙
原
稿
を
推
敲
・
校
正
す
る
か
の
よ
う
に
、
元
原
稿

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
崩
さ
ず
に
修
正
履
歴
を
残
せ
ま
す
。

執
筆
作
業
用
の
「
黒
ペ
ン
モ
ー
ド
」
、
修
正
作
業
用
の
「
赤
ペ
ン

モ
ー
ド
」
と
「
赤
ペ
ン
詳
細
モ
ー
ド
」
の
3
つ
の
編
集
モ
ー
ド
を

持
ち
、
元
原
稿
に
修
正
情
報
が
入
っ
た
文
面
と
、
元
原
稿
に
修
正

が
反
映
さ
れ
た
清
書
文
面
と
の
間
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
行
き
来
で
き

ま
す
。

追
加
し
た
文
章
は
行
間
に
挿
入
さ
れ
、
削
除
し
た
文
字
に
は

打
ち
消
し
線
が
引
か
れ
る
た
め
、
新
旧
の
文
章
を
比
較
し
な
が

ら
修
正
で
き
ま
す
。

■ 
動
作
条
件

超
漢
字
V
ま
た
は
超
漢
字
４（R

4
.1
0
1

以
降
）が
稼
働
し
て
い
る
環
境

解
像
度
：
X
G
A
（10

2
4
×
7
6
8

）、ま
た
は
そ
れ
以
上
。

《
黒
ペ
ン
モ
ー
ド
と
赤
ペ
ン
モ
ー
ド
、赤
ペ
ン
詳
細
モ
ー
ド
と
の
違
い
》

執
筆
作
業
用
の
黒
ペ
ン
モ
ー
ド
で
は
、文
字
の
追
加
や
削
除
が
元
原
稿
へ

即
座
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

一
方
、修
正
作
業
用
の
赤
ペ
ン
モ
ー
ド
と
赤
ペ
ン
詳
細
モ
ー
ド
で
は
、文
字
の

追
加
や
削
除
の
履
歴
が
保
存
さ
れ
ま
す
。ま
た
、修
正
が
必
要
な
部
分
ご

と
に
、そ
の
修
正
を
元
原
稿
へ
反
映
す
る
か
、破
棄
す
る
か
を
選
び
な
が
ら
、

修
正
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
書
保
護
機
能
の
強
化  

新
機
能

B
T
R
O
N
仕
様
の
O
S
そ
の
も
の
の
安
定
性
に
加
え
、超
漢
字

原
稿
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
堅
牢
な
文
書
保
護
機
能
に
よ
り
、不
慮
の

事
故
や
誤
操
作
に
よ
る
万
一の
原
稿
の
損
失
を
防
ぎ
ま
す
。

停
電
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
超
漢
字
原
稿
プ
ロ
セ
ッ
サ
が
強
制

終
了
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、強
制
終
了
直
前
の
情
報
に
復
旧

し
ま
す
。

保
存
操
作
の
誤
操
作
に
よ
り
元
原
稿
が
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
場
合
に
も
、保
存
操
作
を
取
り
消
し
、直
前
の
原
稿
の
内
容

に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
入
稿
の
サ
ポ
ー
ト

プ
レ
ー
ン
テ
キ
ス
ト
形
式
、X
M
L
形
式
で
の
デ
ー
タ
出
力
が

可
能
で
す
。

原
稿
に
貼
り
込
ま
れ
た
メ
モ
や
ル
ビ
な
ど
の
情
報
を
含
ん
だ
文
書

デ
ー
タ
は
タ
グ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ま
す
。生
成
し
た
デ
ー
タ
を

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
信
す
れ
ばW

indow
s

やM
acintosh

を
使
う
編
集
者
へ
の
原
稿
提
供
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

執
筆
の
た
め
の
各
種
支
援
機
能

《
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
記
憶
／
ジ
ャ
ン
プ
》 

新
機
能

執
筆
や
推
敲
の
途
中
で
別
の
箇
所
の
修
正
を
行
う
場
合
に
、現
在
の
カ
ー

ソ
ル
位
置
を
記
憶
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。前
後
の
文
章
を
修
正

し
た
後
、簡
単
な
操
作
で
記
憶
し
た
位
置
に
戻
り
、執
筆
を
再
開
で
き
ま

す
。

《
画
面
表
示
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
》 

新
機
能

原
稿
用
紙
1
枚
の
文
字
数
や
罫
線
の
有
無
の
設
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

執
筆
者
の
好
み
や
作
品
の
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
、書
体
、文
字
サ
イ
ズ
、

文
字
色
や
背
景
色
な
ど
の
画
面
表
示
色
を
自
由
に
変
更
で
き
ま
す
。

《
見
出
し
機
能
》 

新
機
能

段
落
に「
大
見
出
し
」「
中
見
出
し
」「
小
見
出
し
」を
設
定
す
れ
ば
、段
落

内
容
を
見
出
し一覧
と
し
て
表
示
で
き
ま
す
。章
節
構
造
を
把
握
し
た
り
、

目
次
の
作
成
に
利
用
で
き
ま
す
。

《
進
捗
表
示
機
能
》

設
定
し
た
目
標
文
字
量
に
達
す
る
ま
で
の
残
り

文
字
量
を
表
示
で
き
る
の
で
、原
稿
執
筆
の
進
捗

が
ひ
と
目
で
把
握
で
き
ま
す
。

目
標
量
を
原
稿
用
紙
10
枚
に
設
定
し
、7.6
枚
分
執
筆
し
た
時
の
例

上 : 

達
成
量　

中 : 

残
量（
数
値
）　

下 : 

残
量（
グ
ラ
フ
） 

新
機
能

《
赤
ペ
ン
詳
細
モ
ー
ド
の
表
示
例
》

赤
ペ
ン
詳
細
モ
ー
ド
で
は
、元
原
稿
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
保
持
し
た
ま
ま
、

文
字
の
追
加
や
削
除
の
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

追
加
文
字
は
、行
間
の
挿
入
枠
内
に
表
示
さ
れ
ま
す
。削
除
さ
れ
た
文
字

に
は
打
ち
消
し
線
が
引
か
れ
ま
す
。

《
多
漢
字
環
境
》

超
漢
字
原
稿
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
は
、17
万
文
字
を
扱
え
る
超
漢
字
の
多
漢
字

機
能
を
フ
ル
に
活
か
せ
ま
す
。

検
索
／
置
換
時
に「
異
形
字
ゆ
ら
ぎ
同
一
視
」を
設
定
す
る
と
、「
高
崎
」

と「
髙
﨑
」と
いっ
た
異
体
字
を
区
別
せ
ず
に
検
索
で
き
る
の
で
、地
名
や

人
名
の
表
記
の
揺
れ
を
簡
単
に
修
正
で
き
ま
す
。

文
字
種
に
よ
る
色
分
け
表
示
機
能
は
、多
漢
字
を
多
用
し
た
原
稿
の
推
敲

に
活
用
で
き
ま
す
。

超
漢
字
環
境
と
の
親
和
性

《
実
身
／
仮
身
シ
ス
テ
ム
》 

新
機
能

B
T
R
O
N
の
最
大
の
特
長
の一つ
で
あ
る
実
身
／
仮
身
機
能
を
、超
漢
字

原
稿
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
も
活
用
で
き
ま
す
。

原
稿
に
貼
り
込
ま
れ
た
仮
身
を
使
って
、執
筆
に
必
要
な
資
料
に
い
つ
で
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。開
い
た
仮
身
を
使
え
ば
、実
身
の
内
容
を
表
示
さ
せ

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、イ
ラ
ス
ト
や
図
表
を
見
な
が
ら
執
筆
を
進
め

た
い
場
合
に
便
利
で
す
。

《
黒
ペ
ン
モ
ー
ド
の
表
示
例
》

黒
ペ
ン
モ
ー
ド
で
は
、
修
正
情
報
は
従
来
の
エ
デ
ィ
タ
ソ
フ
ト
の
よ
う
に

元
原
稿
へ
即
座
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

《
赤
ペ
ン
モ
ー
ド
の
表
示
例
》

赤
ペ
ン
モ
ー
ド
で
は
、
追
加
文
字
は
赤
色
で
表
示
さ
れ
、
削
除
さ
れ

た
文
字
の
位
置
に
は
×
印
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

自
由
に
貼
り
込
め
る
メ
モ

本
文
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
崩
さ
ず
に
、メ
モ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。文
字
間
に
挿
入
す
る
メ
モ
と
文
字
範
囲
を
指
定
し
た

メ
モ
を
、編
集
者
に
あ
て
た
編
集
指
示
や
、自
分
自
身
へ
の
メ
モ
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
。メ
モ
の
表
示
／
非
表
示
は
ス
イ
ッ
チ一つ
で

簡
単
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

"  

超
漢
字"

を
範
囲
選
択
し
て「
太
字
」と
い
う
メ
モ
を
、ま
た"

参
考
図
書"

と
い
う
文
字
の
直
前
に

「
書
名
を
列
挙
」と
い
う
メ
モ
を
指
定
し
た
例

《
圏
点
》 

新
機
能

圏
点
は
ゴ
マ・
丸
・三
角
な
ど
計
8
種
類
の
記
号
を
使
い
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
原
稿
用
紙
特
有
の
文
字
組
み
》

繰
り
返
し
符
号
の「
く
の
字
点（
お
お
が
え
し
）」は
2
マ
ス
で
、句
読
点
に

続
く
括
弧
類
は
合
成
し
て
1
マ
ス
に
収
め
て
表
示・印
刷
し
ま
す
。

欧
文
文
字
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
、引
用
時
に
使
う「
字
下
げ
」

や「
タ
ブ
」を
示
す
制
御
用
文
字
も
利
用
で
き
ま
す
。

《
ル
ビ
機
能
》 

新
機
能

ル
ビ
機
能
で
は
、行
間
に
本
文
の
二
分
の一サ
イ
ズ
の
ル
ビ
を
表
示
さ
せ
る 
モ

ー
ド
と
、執
筆
者
が
編
集
者
に
ル
ビ
の
内
容
や
範
囲
を
明
確
に
伝
え
る
た

め
の
表
示
モ
ー
ド
を
用
意
し
ま
し
た
。ル
ビ
を
使
っ
た
原
稿
で
も
、執
筆
者

と
編
集
者
と
の
や
り
と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

充
実
す
る
文
章
表
現

執
筆
に
必
要
な
充
実
し
た
文
字
表
現
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
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